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1.四半期財務情報の作成等に係る事項
 ①　会社処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有
　　　・法人税等の計上基準については、法定実効税率を用いた簡便法によっております。
　　　・固定資産の減価償却の方法については、年度見込み額のうち当四半期分を計上しております。
　　　・その他影響額が僅少な項目について、一部簡便的な処理を用いております。
 ②　最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無
 ③　連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 無

２．平成19年3月期第１四半期業績の概況（平成18年4月1日～平成18年6月30日）
　　（１）経営成績（連結）の進捗状況 　　（記載金額は、百万円未満切捨て表示）

    (注)  売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。

　　(2)売上高の補足説明   （記載金額は、百万円未満切捨て表示）

３．[経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等]
　　　当第１四半期における我が国経済は、企業収益の改善や底堅い個人消費などに牽引され、緩やかな
　　回復基調で推移しておりますが、米国景気の減速や原油価格高騰の長期化など、依然として先行きは
　　不透明な状況が続いております。
　　　当社グループは、こうした経済環境の中、素形材では旺盛な需要を背景に受注量の拡大に努め、半
　　導体向け機能材やエネルギー関係での堅調な受注に伴い、前期を上回る増収増益となっております。
　　また、エンジニアリングに関しましても公共事業費の抑制により需要の低迷が続いておりますが、受
　　注量の拡大に邁進し、売上高も前期より増加しております。
　　　以上の結果、売上高は44億5千3百万円（前年同期比 10.0％増）、経常利益は4億1百万円（前年同 
　　期比 83.9％増）、四半期純利益は2億3千4百万円(前年同期比 110.8％増)となりました。

４．[業績予想に関する定性的情報等]
　　　中間期および通期の業績予想については、本日発表の「業績予想の修正に関するお知らせ」のとお
　　　りであります。

 　　　   　　　　   以　　　上

　　　　百万円　　 ％ 　　　　百万円　　 ％ 　　　　百万円　　 ％ 　　　　百万円　　 ％
19年3月期第1四半期 10.0 423 67.9 401 83.9 234 110.8
18年3月期第1四半期 16.0 252 　　　― 218 　　― 111 　　　―
（参考）18年3月期 　　　― 1,617 　　　― 1,481 　　― 617 　　　―

経　常　利　益
四半期（当期）
純　　利　　益

4,050

売　　上　　高 営　業　利　益

4,453

18,128

円　銭 円　銭
19年3月期第1四半期 5.56 ―
18年3月期第1四半期 2.65 ―
（参考）18年3月期 14.69 ―

１株当たり四半期
　　（当期）　純利益

潜在株式調整後1株当たり

四半期   （当期）    純利益

　　　　　　　　期別 平成19年3月期 平成18年3月期 平成18年3月期
　　区分 第１四半期 第１四半期 通　　　期

百万円 百万円 ％ 百万円

素　形　材 2,872 2,491 15.3 11,079

エンジニアリング 975 902 8.0 4,786

そ　　の　　他 605 656 △ 7.7 2,262

合　　　　　計 4,453 4,050 10.0 18,128

前年同期比


